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ソーラークッカーのあるくらし
小谷生活エネルギー研究所 新井 東珠［小谷村］
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地球温暖化防止活動推進員密着レポート

 

 

 

 

 

 

 
富士見町の細川木材㈱が主催する「大人のた

めの植林体験」が 11 月 5 日、同町で行われまし
た。機械化が進む林業の中で、植林はいまだに人
の手が頼りです。林業に従事する人が少なくな
ってきている今、環境問題に興味がある方にも
林業に関わっていただきたいと、諏訪湖の水草
を堆肥化し山に戻す活動をしている県推進員の
中村義幸さん（下諏訪町）にお話しをしていただ
きました。植林した木による CO2の吸収に加え、
堆肥による CO2 の固定化、苗木の成長促進によ
る下草刈りの軽減が見込めることなどの説明に、
参加者の方からは「今後も地域の宝を活用する
活動に参加したい」「後の世代のためになる活動
ができた」といった声が寄せられました。 

（細川木材株式会社山林部 清水 愛希代） 

脱炭素社会の実現に向け、木島平村は 10 月
29 日、県推進員の有賀宏道さん（小諸市）を講師
に、講演「家庭でできるエコ活動」と発電体験イベ
ントを村若者センターで開き、村内外の子どもか
ら大人までの約 20 人が参加しました。発電体験
では、電流を流すと片面が熱く、その裏面が冷た
くなる板状の電子部品「ペルチェ素子」を使って
実験。お湯と氷で挟んで温度差で発電させモー
ターが動く様子に参加者は興味津々。このほか、
ソーラーカーや手回し発電機などで、さまざま
な発電方法を楽しみながら学びました。有賀さ
んはゼロカーボンについて解説し、「SDGs を意
識し、大人と子どもがともに考え、自ら行動し、
地域で積極的にエコ活動に取り組んでほしい」
と呼びかけました。 （県センター） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「自然エネルギーとは何ぞや？難しいことは分からん」とよく聞く。 
いやいや身近にあるものですよと、ソーラークッカー実演を各地で実施している。 
最も多い質問は「ヤカンのお湯は何度まで上がるの？」というものだ。答えは「沸騰します！」だ。 
ポコポコと沸騰するヤカンをのぞき込み、皆さん驚いている。 
電気やガスも使わず熱々のお湯がゼロカーボンで得られる。なんとスバラシイことか。 
私自身、天気の良い日は本業の自転車屋の店先でヘビーユースしている。 
小一時間の作業が終わるとお湯が待っている。 
それだけではなく、ソーラークッカーを生活に取り入れてからは空を
よく見るようになった。 
雲や風の様子で沸騰までの時間が変わるからだ。 
直径80㎝のソーラークッカーで1ℓの水を沸騰させるのに30～40分、
これに対し電気ケトルでは約 6 分。 
みなさん、この時間の差をどう受け止めますか？ 
2050 信州ゼロカーボンに向けては、自然本来の時間軸を意識すること
も大切ではないかと考えています。 
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4 種類の炭素貯留型肥料･籾殻燻炭施用を試験する圃場＊

 
 

🌍🌍温暖化防止活動推進センター通信🌎🌎

お米と地球温暖化〈後編〉緩和策
 

稲作から発生する温室効果ガス
水田からは、温室効果が CO2の約 25 倍あるメ
タンが発生しています。土壌中に潜んでいるメタ
ン生成菌が稲わらなどの有機物をエサにするこ
とで生成され、大気中に放出されます。メタン生
成菌は生きていく上で酸素を必要としない嫌気性
菌であるため、土壌が還元状態（水が張られて酸
素が少ない湛

たん

水
すい

状態）ではメタンを生成します
が、酸化状態（水がなく酸素が多い落水状態）で
は生成が抑えられます。田植え後すぐは、湛水で
も土壌中に酸素が含まれているため、メタンは
ほとんど発生しませんが、その後徐々に酸素が
失われていくと、メタン生成菌が活性化し、メタ
ンが生成されます。 

メタンガス発生の抑制 
水田土壌に酸素を供給
することが、メタン発生
の抑制に有効なため、抑
制方法として期待されて
いる技術のひとつが中干
しです。他県では、中干し期間を 1週間程度延長
した場合、約 30%メタンを抑えられたとの報告
があります。農業試験場では、省力化が期待され
るスマート農業技術（遠隔管理ができる自動給
水栓【写真＊】）を用い、長期の中干しや連続的な
間断潅水を行って、水田からのメタン発生を抑
えつつ、コメの収量や品質に影響の少ない水管
理技術の開発を目指しています。 

また、暖地では、収穫
後に稲わらを鋤

す

き込む
と、湛水前に分解が進
み、約 50%メタンを抑
えられたとの報告があ
り、寒冷地の長野県で
も有効か試験中です。 

 

炭素貯留技術の検討
土壌は CO2の大きな吸収源で、温暖化の軽減

に寄与しています。堆肥等の有機物は、土づくり
による地力の維持に重要ですが、運搬や散布に
労力を要するため、水田への施用は減っていま
す。一方、令和 2年の肥料取締法改正で、炭素を
多く含む堆肥と、化学肥料や土壌改良資材とを
混合して、炭素貯留効果・肥料効果・土づくり効
果を併せ持つ新しい肥料・資材の製造販売がで
きるようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

そこで、農業試験場では、炭素貯留効果の期待
できる肥料【写真上左＊】や、有効利用が望まれる
炭素をかなり多く含む籾殻燻炭

もみがらくんたん

【写真上右＊】な
どの資材を用いた水稲の試験を令和 3 年度から
スタート、野菜畑での同様の試験を担当する野
菜花き試験場と協力して進めています。今後、施
用年数を重ねた場合の炭素貯留効果を明らかに
するとともに、この栽培法の経済性や適正利用
の指針を示す予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収穫等でお忙しいなか、2度
にわたる取材にご対応くださ
った作物部長・鈴木尚俊さん、
育種部長・三木一嘉さん、環境 
部長・小野佳枝さんに 
心より御礼申し上げ 
ます。  

こんなところ
（トラクタの速度レバー）

にも うさぎ発見     

長野県農業試験場（作物部・育種部）
圃場面積 4.6ha（作物部、育種部、環境部）
水稲・大麦・小麦などを研究

メタンガス採取
（2022/9/21 撮影）

［＊のついた写真提供］長野県農業試験場
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